A STUDY ON SHORT-TIME COMPUTATIONAL SCHEME OF RIGID-PLASTIC FINITE ELEMENT METHOD FOR PRACTICAL SIMULATION OF METAL FORMING by ヨシムラ, ヒデノリ & 吉村, 英徳
Osaka University
Title
A STUDY ON SHORT-TIME COMPUTATIONAL SCHEME
OF RIGID-PLASTIC FINITE ELEMENT METHOD FOR
























平成 12 年 1 月 21 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻
A STUDY ON SHORT-TIME COMPUTATIONAL SCHEME OF 
RIGID噌PLASTIC FINITE ELEMENT METHOD FOR PRACTICAL 











































ている。本方法では、節点ごとに導かれる 3 方向の力の釣合い式を線形化し、 3 行 3 列の対角ブロックを用いて計算
を行う。これを全節点に対して繰返し行うことにより解を求める。第 5 章では第 4 章で提案された計算手法および従
来法を用いて四角柱すえ込みおよびクランクシャフトの鍛造シミュレーションを行い、計算時間および記憶容量につ
いて比較検討を行った。その結果、要素数が多くなり、また境界条件の取扱いが複雑になるほど、従来法に比べて本
手法による計算時間は短く、必要となる記憶容量は小さくなった。本方法は塑性加工における複雑な大変形問題の解
析方法への利用に有効で、あると見られる。
以上の研究成果は、塑性加工における変形解析および、加工条件の最適化への剛塑性有限要素法シミュレーションの
利用を促進する上で有意義であり、塑性加工および関連分野の発展に貢献するものと考え、博士(工学)の学位論文
として価値あるものとして認める。
